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奥
原
町
の
長
沼
良
整
さ
ん
、
美
知
子
さ
ん
ご
夫
婦
は

現
在
九
〇
〇
〇
羽
の
成
鶏
か
ら
採
卵
し
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
は
、
乳
牛
や
鶏
も
飼
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

十
八
才
の
時
か
ら
鶏
一
本
化
に
し
ま
し
た
。
え
さ
や
り

は
、
朝
一
回
自
動
配
餌
で
、
卵
は
手
で
取
り
、
洗
卵
選

別
機
に
か
け
る
と
、
き
れ
い
な
赤
玉
の
姿
で
出
て
来
ま

す
。

　
鶏
は
、
暑
さ
に
弱
く
寒
い
と
産
み
が
少
な
い
し
、
日

光
に
当
た
ら
な
い
と
ト
サ
カ
が
白
く
な
り
、
卵
に
影
響

が
出
る
そ
う
で
す
。

　
卵
は
各
直
売
所
や
学
校
給
食
、
自
販
機
（
自
宅
）
な

ど
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
奥
さ
ん
も
お
客
さ
ん
対
応

に
忙
し
く
、

良
整
さ
ん
は

下
根
直
売
所

の
役
員
も
務

め
て
お
り
地

域
発
展
に
貢

献
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら

も
家
族
仲
良

く
、
美
味
し

い
卵
を
食
卓

に
届
け
て
下

さ
い
。

栄
養
満
点
　
新
鮮
た
ま
ご

　
安
部
真
吾
さ
ん
、
亜
紀
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
非
農
家
出

身
で
、
茨
城
大
学
の
山
岳
サ
ー
ク
ル
で
知
り
合
い
結
婚

さ
れ
、
女
化
町
の
高
松
さ
ん
の
農
地
と
住
ま
い
を
お
借

り
し
て
、
農
業
に
従
事
し
て
８
年
に
な
り
ま
す
。

　
以
前
、
亜
紀
さ
ん
は
出
版
社
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
人
生
の
幸
せ
を
考
え
た
時
、
結
婚
し
て
子
供
を

授
か
り
、
農
業
を
通
し
て
自
然
の
恵
み
を
受
け
た
農
家

生
活
を
送
り
た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
農
業
経
営
は

大
根
1.5

ha
、
落
花
生
１
ha
、
じ
ゃ
が
芋
40
ａ
、
水
稲

1.5

ha
、
筍
な
ど
栽
培
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
力
を
上
げ
る
た
め
、
緑
肥
を
入
れ
て
良
い
品
物
が

出
来
る
様
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
又
、
真
吾
さ
ん
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
今

年
度
会
長
を
引
き
受
け
、
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
に
夢
を
託
し
て

新
年
の
ご
挨
拶

	

牛
久
市
農
業
委
員
会

	

　
　
会
　
長
　
山
　
越
　
康
　
義

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
運
営
・
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、

農
畜
産
物
輸
入
の
増
加
や
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
よ
る
風
評
被
害

も
加
わ
り
価
格
の
低
迷
が
つ
づ
き
、
担
い
手
の
減
少
や
将
来
不
安
な
ど

に
よ
り
農
業
者
の
生
産
意
欲
は
後
退
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
よ
り
農
業
は
さ
ら
に
厳

し
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
食
料
は
国
家
の
安
全
、
経
済
の
安
定
し
た
成
長
を
維
持
す

る
た
め
に
も
、
自
給
率
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
は
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
と
農
地
の
集
積
、
新
規
就
農
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の

事
業
な
ど
に
よ
り
停
滞
し
た
農
業
を
活
性
化
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
機
会
の
利
用
如
何
に
よ
っ
て
地
域
の
農
業
環
境
が
大
き
く
変

わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
委
員
会
は
農
業
者
の
公
的
代
表
と
し
て
、
農

業
関
係
機
関
、
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
か
け
が
い
の
な
い
農

地
や
担
い
手
を
守
り
、
地
域
農
業
の
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
今
後
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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農
家
訪
問

農
家
訪
問
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10
月
30
日
（
水
）、
長
野
県
佐
久
市

農
業
委
員
会
の
耕
作
放
棄
地
対
策
「
薬

草
ト
ウ
キ
栽
培
」
に
つ
い
て
視
察
研
修

を
実
施
。

　
経
緯
と
し
て
、
平
成
22
年
に
長
野
県

農
業
会
議
が
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し

て
、
薬
草
の
ト
ウ
キ
栽
培
の
試
験
を
行

う
と
し
、
佐
久
市
農
業
委
員
会
も
急
遽

行
う
こ
と
と
な
っ
た
と
説
明
が
あ
り
、

準
備
不
足
の
中
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
開

始
し
、現
在
に
い
た
っ
て
い
る
と
の
事
。

女
性
農
業
委
員
便
り

　
７
月
31
日
い
ば
ら
き
女
性
農
業
委
員

の
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
60
名
の
女
性

委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
４
日
に
は
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
が
埼
玉
県
内
で
開
か
れ
、
明

る
く
生
き
甲
斐
の
あ
る
農
業
と
地
域
づ

く
り
に
根
ざ
し
た
視
点
に
立
ち
、
女
性

と
し
て
の
資
質
向
上
、
会
員
相
互
の
連

携
等
を
目
的
と
し
た
有
意
義
な
研
修
で

し
た
。

　
三
県
か
ら
三
名
の
方
の
取
り
組
み
が

発
表
さ
れ
（
茨
城
代
表
　
中
山
み
つ
い

さ
ん
）、
私
達
に
意
欲
と
希
望
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
実
績
と
し
て
、
平
成
22
年
産
の
収
量

状
況
は
、
５
ａ
三
河
田
地
籍
５
０
・
３

キ
ロ
、
５
ａ
岸
野
地
籍
１
１
・
９
キ
ロ
、

平
成
23
年
産
の
収
量
状
況
は
、
約
10
ａ

瀬
戸
地
籍
６
０
３
・
２
キ
ロ
、
約
５
ａ

大
沢
中
山
間
地
地
区
５
７
・
３
キ
ロ
。

　
栽
培
結
果
と
し
て
、
定
植
・
除
草
剤

の
散
布
時
期
な
ど
技
術
的
指
導
が
必

要
。粘
土
質
の
土
壌
に
は
な
じ
ま
な
い
。

専
用
の
収
穫
機
が
必
要
。
地
区
に
よ
っ

て
は
、
10
ａ
当
り
３
０
０
キ
ロ
以
上
の

収
量
が
見
込
め
25
万
円
程
に
な

る
。
連
作
は
好
ま
し
く
な
い
。

霜
に
強
い
。

　
展
示
圃
場
を
設
置
す
る
事
に

よ
り
、
栽
培
に
関
し
あ
る
程
度

分
か
っ
た
。
問
い
合
わ
せ
が
２

件
あ
り
薬
草
部
会
を
紹
介
。
合

併
前
の
望
月
地
区
で
30
年
ほ
ど

前
よ
り
既
に
栽
培
が
お
こ
な
わ

れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
の

薬
草
部
会
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
調
整
機
や
堀
り
取
り
機
を

管
理
し
、
栽
培
希
望
者
に
は
薬

草
部
会
へ
の
参
加
を
誘
導
。

　
牛
久
市
農
業
委
員
会
と
し
て

も
、
今
後
調
査
研
究
の
必
要
性

が
あ
り
、
耕
作
放
棄
地
対
策
と

し
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 
農
業
委
員
視
察
研
修

農地の転用には許可が必要です
―農地の無断転用をなくそう―

　農地転用とは、農地を農地でなくすこと、すなわち農地に区画形質の変更を加えて住宅
用地や工場用地、道路、山林などの用地に転換することをいいます。また、一時的に資材
置場等に利用する時も転用となります。

市街化区域内では届出、その他の区域では許可が必要です。
　農地は農業生産の基盤であり、食料の生産はもとより、景観・環境保全など、重要な機
能と役割があります。農地はかけがえのない財産です。農業委員会では、無断転用や不法
投棄がないよう、毎月２回定期パトロールを実施しています。
　皆様も、農地のことで何かお気づきになりましたら、お近くの農業委員または農業委員
会へご連絡をお願いします。



農業者の暮らしと経営に役立つ
『全国農業新聞』をご購読ください
　全国農業新聞は農業の総合専門紙で、わかりやすい農
政解説、農業経営に役立つ情報を満載、
盛りだくさんの内容が掲載されています。
発行 毎週金曜日　購読料 月600円
●購読希望の方は、
　牛久市農業委員会事務局
　（☎873-2111	内線3701）へ
　お申し込みください。
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編
集
後
記

　
日
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
、
い
よ
い
よ
冬
本
番

で
す
。

　
毎
年
自
然
の
脅
威
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
、
取

り
組
み
、
厳
し
い
農
業
に
打
ち
勝
つ
努
力
も
必

要
で
す
。

　
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
よ
う
農
業
委
員
一
同

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
編
集
に
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



編
集
委
員
　
中
山
み
つ
い



　

〃
　
　

木
村
　
幸
子



　

〃
　
　

塩
澤
　
和
子

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
の

提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
毎
年
一
月

一
日
現
在
で
、
牛
久
市
に
住
所
の
あ
る
資
格
要

件
を
備
え
て
い
る
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、

選
挙
資
格
を
調
査
し
た
う
え
で
作
ら
れ
ま
す
。

　
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
と
投
票
も
リ
コ
ー

ル
の
請
求
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
忘
れ
ず
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

農
業
委
員
会
へ
届
け
出
が
必
要
で
す

　
手
続
き
は
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
！

賃借料情報

区分（10a当り） 賃借料標準額

田 10,000〜20,000円

畑 3,000〜8,000円

農作業標準賃金
請負作業標準賃金

項　目
作業名

単　位 料　金 備　考

深耕 10a 10,000円

プラウ耕 10a 6,000円

デスク耕 10a 3,500円 パワーデスク

普通ロータリー 10a 5,000円 畑

耕起 10a 5,000円 田

代かき 10a 6,000円

育苗 １箱 700円 硬化苗

畦塗り 1m当たり 35円

田植え 10a 6,500円 条件により料
金割増

育苗〜田植え 10a
18,000〜　
20,000円

刈取り〜脱穀 10a
16,000〜　
20,000円

倒伏などの条件
により上限とす
る

刈取り〜調整 10a
30,000〜　
35,000円

倒伏などの条
件により上限
とする（袋詰
めまで）

乾燥〜調整
玄米60Kg
当たり

1,800円 （袋詰めまで）

籾すり
玄米60Kg
当たり

1,000円 （　　〃　　）

麦刈り〜調整 10a 22,000円

倒伏などの条
件により上限
とする（袋詰
めまで）

甘藷マルチ張り 10a 10,000円 薬剤散布含む

甘藷マルチ張り 10a 5,000円 薬剤散布なし

落花生マルチ張り 10a 4,000円

肥料と土壌改良
剤の散布

10a 2,500円

資材の運搬は
含まない
片方のみの場
合は1,500円
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お知らせ
農業者年金に加入しましょう

〜農業者の方なら広く加入できます〜
１．農業者年金は、長い老後を安心して暮らすための公
的年金制度です 

２．「積立方式」の長期的に安定した年金制度
３．農業に従事する人が広く加入できる
４．意欲ある担い手に保険料助成
５．80歳まで保証がついた終身年金
６．保険料が自由に選択できる（月額保険料２万円が基本）
７．税制上の優遇措置がある
加入の申し込み、お問合せは最寄のJAまたは農業委員会に！


